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ーパ ッ ク データを用い た 。

3 ．結果 と考察

3 ． 1　 降水化学

　イ ル クーツ ク の 降水で は Ca2
ト

と SO42
一
が

主要 イ オ ン で あ り、nss −Ca2
＋

の 濃度が 増加

する と pH も増加する傾向 が 認 め られ た。

こ の 2 種 の 化 学種 と 甘 の 関係 を時系列 変

化か らは っ き りした季節変動 の 関係 が認

め られた （図 1）。H ＋濃度が増加する の は

1 ．は じ めに

　イ ル ク
ー

ツ クで は炭酸水素イオ ン 、HCO3
ー
が経常的に測定され世界で も貴重な降水化学デー

タ で ある。こ こ

で はカル シ ウム 化合物 の 意義 を降水化学、PMF 解析、エ ア ロ ゾル 化学の 3 方向か ら考察 した 。

2 ．解析データ

　降水化学は 日単位捕集 された 2000−2009年の EANET デー
タによ っ た。エ ア ロ ゾル 化学は週 単位捕集 され た
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図 且降水

11・
の イ オ ン濃 度の 時系列変化 ．……’inss ・SO4t ，一 　；nsg

．Ca2＋．一 ，Hφ，

nss −Ca2
＋

濃度 も nss −SO42
’
濃度 も低下 し、か つ nss −SO42

．
濃度が nss −Ca2＋

濃度 を超 えて い る ときで あ っ た。

3 ． 2　 降水化学の PMF

　カ ル シ ウム 化合物 の 種類 は 化学平衡論 か ら CaCO
」 で あ る こ と を す

で に示 した 。 こ こ で は さ らに PMF を応用 し HCO3
’
を加 除双方 の 場合

を検討 した 。 4 つ の 因子 の うちカル シ ウム 化合物 に 対応す る因子 組成

を示す （図 2 、3 ）。HCO3
一
を加 えな い ときは 陰イオ ン が、陽イオ ン の

半分 で あ り主要な陰イオ ン の 存在が示唆 され る。HCO コ

’
を加 え て 計算

し なお す と CaCO3 と MgCO ：の 存在が示 され た （図 2 ， 3 ）。

3 ． 3　 エ ア ロ ゾル化学

　エ ア ロ ゾル お よ び 降水 の Ca2
＋

濃度 さ ら に降水 量 の 1 −12 月各 A の 値

を、それ ぞれ の 年 間平均値 で 規格化 した，月平均値 で 比 べ た （図 4 ）。

エ ア ロ ゾル の Ca2＋

は変動 幅 が 小 さく 8 月、3 月に最低 、最高、降水量

は 大 きく変動 し 3 月 に最低、 7 月 に最高、降水の Ca2
’

は 8 月に最低、

3 月 に 最高の 値を と っ た。

3． 4　 pH と Ca2＋濃度が 関係するメカ ニ ズ ム

　イ ル クーツ ク の pH は CaCO3 と思 わ れ る塩基 が 最 も大 き

く支配 し、H2SO4 とい う酸 の 濃度に最も左右 され る 。 こ の 塩

基は エ ア ロ ゾル か ら取 り込 まれ る 。 そ の 月 間変動幅 は大き く

はない が 、8 月 に 最低値が 出 る e 降水量 の 変動は変動幅 も大

き く エ ア ロ ゾル とは 逆相 関 で も あ る。こ の 関 係 が 大気 過 程 で

も保 たれ るとすれば、低 濃度の エ ア ロ ゾ ル を多量 の 降水 で 捕

捉する こ とに なるの で 降水中の濃度は低下する．こ の とき他

の 酸や塩 基 の 濃度 も同様に低 くな る が 、カ ル シ ウム 化合物 の

それ が 最 も顕著 に 低 下す る。した が っ て H2SO4 の 寄与 が 相

対 的に大 きくな るe そ の 結果酸 の 濃度が最大 に な り pH は 最

低値を取 る。
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関 連 の PMF 因 「
・の 組 成．（1）HCO3 を除 い た場 合 ．
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図 3CAZ°関連の PMF 因千 の 組成 ：（2）HCO ．o を 加 えた 場合、
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図 4 　 降水 とエ ア ロ ゾル の Cs：＋の お よび 降水址 の 親格化 した月 平均値
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